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１．本校の紹介

入学時 機械系、電気系、建設系

２年
進級時

機械科
電子機械科

電気科
電子工学科

建築科
土木科



２．ＳＰＰ参加の背景

東日本大震災による
津波被害

台風１８号による
高潮被害

東海地震などによる
大津波

台風による
洪水・高潮の発生



２．ＳＰＰ参加の背景

・防災に対する意識を高める

・防災への関心を高める
総合的に検討した避難計画の策定

・広い視野で物事を考え地域社会に貢献できる
能力を身につけることができる



３．連携の効果

・学問・研究についての興味・関心を高める

・生徒が立てた仮説を検証する

・その結果をまとめて表現するという思考力・
表現力の育成

・学習意欲の向上・キャリア教育



４．実施計画

① ガイダンス

本プログラムの内容を説明し、参加者を募る。

② 事前学習

地域の災害対策についての調査。

③ 講座

④ 事後学習

文化祭での発表

⑤ フォーラムにて発表



５．実施内容

参加生徒
計１３名の決定

①ガイダンス



５．実施内容 ②事前学習



５．実施内容 ②事前学習



５．実施内容

講義の様子

事前調査結果の報告

③講座



５．実施内容

実験室でみる波

③講座



５．実施内容

大学内施設の見学

付属図書館

情報メディア基盤センター

福利施設

大講義室

③講座



６．考察



参加生徒の発表
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